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能動的な音楽鑑賞学習の実践的研究
─ 教員養成の場合 ─
A Practical Study of Music Appreciation with Active Learning







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「The green hills of Tirol」（スコットランド）
「繁盛節」（沖縄） 
「情熱のフラメンコ」（スペイン）
本時の展開（全１時間）・・・鑑賞する楽曲
の演奏者の写真を貼り、どんな楽器や衣装で
演奏するのか示す。
１　バグパイプ
２　ギター　フラメンコ
３　三線
４　ウクレレ
ワークシートにある世界地図に結び付けてど
の地域の音楽なのかを予想させる。
順不同に４曲鑑賞しながら、写真と突き合わ
せつつワークシートに感想や曲名をつけて記
入する。どのような曲名をつけたのか理由と
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実践は「鑑賞」の授業が受動的なものになら
ず、子どもが主体的、能動的に関わる活動を
通して、基礎的な鑑賞の能力を身に付けるた
めの、様々な指導内容と指導方法を経験的に
学ぶことができ、お互いが評価し合うことで
今後の授業づくりへ生かすために非常に有意
義なものであった。
４．まとめと今後の課題
（1）教員養成における鑑賞学習の意義
　初等教員養成では、学生自身の音楽経験が
十分ではないため、音楽の基礎知識や演奏技
能の習得と共に、「聴く力」の育成が重要であ
る。筆者は特に「聴く力」はすべての音楽活
動の根底になっていると考える。人間の発達
に音楽の存在が欠かせないのは、音や音楽を
「聴く」ことに始まり基礎的な能力と感性が
育ち、更に表現活動へと広がっていき、心と
身体の成長のバランスが取れていく。その基
礎を作る「聴く力」の育成ための実践は普段
何となく聴いているのとは違い、目的を持っ
て聴き取りイメージを深め他者と共有する学
習であり、教員を目指す学生自身の知性と感
性の調和のとれた人間を育てるものである。
　実践から得られたことは、学生が楽曲の特
徴や雰囲気、イメージなどを想像以上に豊か
な感性で捉えていることであった。しかしな
がら、楽曲を特徴づけている要素や仕組みの
知覚と内容的な感受を結び付けて表現する経
験が少ないことも分かった。その経験をする
ことが「鑑賞」学習の意義でもあり、その視
点を持つことで授業づくりへの学びにもつな
がる。
（2）能動的な鑑賞授業づくりへの可能性
　学習指導要領にもあるように、言語活動の
いたことがあると興味を引き付けてから全体
を流す。ワークシートを配り、それぞれの楽
曲のイメージやどんな場面で流れるかなど、
感想を書く。また聴きながら身振りで表現し、
友だちと共有し合う。
　記述した内容を発表し合い、行進曲の違い
を楽しみながら味わう。
　この模擬授業は「行進曲」をテーマにした
比較聴取によって、様々な行進曲があること、
楽曲の特徴や演奏の良さに気づき、聴き比べ
の楽しさを味わっている。３年生という発達
段階において、「鑑賞」という言葉の説明と
じっくり聴く体験をさせることに留意してい
た。子どもにも馴染みのある楽曲を選び、強
弱や速さの変化がわかりやすく、自然と手や
腕を動かしたくなる設定であった。それぞれ
の楽曲のイメージを更に深め、どんな場面を
想像するかによって今後の身体表現も楽しく
なりそうだ。
　以上、これらは学生対象の模擬授業のため
比較的スムーズに行えたが、実際は児童の反
応や学習ペースなどに臨機応変に対応してい
く必要がある。しかしながらこの模擬授業の
― 129 ―
????????????????
かなか実践できなかったが、広いスペースが
あれば、もっと活発に活動でき、子どもも楽
しく自由に表現できる。実際小学校で実践し
ているビデオを見て、様々な可能性を感じた。
　その他、「鑑賞」の授業を単独で行うことに
限定せず、「表現」領域と関連付けることも能
動的、創造的な学習に展開できる可能性を持
つ。
（3）今後の課題
　筆者の「鑑賞」学習にかかわる実践事例と
学生の模擬授業の考察を通し、いくつかの課
題を感じた。
　まず楽曲を聴かせる際の指示をどこまで言
及するかについてである。それによって聴く
観点が変わってくるため、教師の予測と学生
の反応が違ってくることも想定し、目的と指
導内容によって検討する必要がある。更に
ワークシートの作り方にも工夫が必要である。
筆者の実践も不十分な点があったため、学生
への指導を含めて再考したい。
　次に、楽譜の取り扱いをどうするかについ
てである。教員養成として、聴いた印象だけ
でよいのだろうか。楽曲を特徴づけている要
素や仕組みを楽譜で確認することも大きな学
びとなるが、学生の楽譜に関する知識や読譜
力も不十分なため、今回は扱わなかった。で
きれば、歌唱や器楽などの「表現」領域の学
習と合わせて「鑑賞」領域でも音の強弱やス
ラー、スタッカート、特徴的なリズムパター
ンなど、楽譜からどんな音楽かを読み取る力
も併せて育成できないか今後、実践研究を行
いたい。
　更に伝統音楽の取り扱いについてである。
今回は西洋音楽が中心となり、和楽器として
は「ふるさと」を篳篥の音色で演奏したもの
充実によって、受動的になりがちであった鑑
賞の活動を能動的で創造的な活動に改善する
ことが意図されている。また、言語活動だけ
でなく、身体反応や体を動かす活動、絵や造
形などで表現する活動にも触れている。
　今回の実践においても言語活動、身体表現、
描写表現を取り入れ、学生が能動的に関わる
活動ができるよう配慮した。
　言語活動は紹介文や批評文、ワークシート
への記入、そして発表し合い対話することで
深まっていく活動である。学生は熱心に記入
していたが、時間の関係で対話しながら深め
る活動ができなかった。またワークシートの
作り方によっても興味関心を引き付けること
ができ、更に学習の意図をわかりやすく整理
できる。また文章表現や発言が苦手な子ども
への対処も含めて他教科との連携を図りなが
らより有効な方法を探っていきたい。
　絵や図形による描写表現は初めての試みで
あったが、学生は非常に意欲的であった。楽
曲からのイメージを抽象化し自分なりの色と
形で表現する活動は新鮮であり、普段の姿か
らは想像できない学生の感性にも触れられた。
図形楽譜を含め、実際授業の中でどう扱うか
は、様々な方法が考えられるが、能動的に関
わる活動としては十分可能性がある。
　ただし、文章表現と同様に描写表現にも得
意、不得意な学生がいるだろう。経験するこ
とは大事だが、子どもによっては苦手意識の
ある場合、主体的、能動的な活動となるかは
検討の余地が残る。
　身体表現については能動的な活動として音
楽科全体として積極的に取り入れていく有効
な手段と考える。「鑑賞」学習においても、
楽曲から感じ取ったことを身振りだけでなく、
体全体で表現できる。今回は教室環境からな
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を扱ったのみであった。現代の生活において
我が国の雅楽や歌舞伎などの伝統文化、また
民謡などの郷土の音楽に触れる機会は多くは
ないため、鑑賞の授業を通して学習すること
は大変有意義である。また学生の模擬授業に
あった諸外国の文化の理解のためにも我が国
の伝統文化について学ぶことは大切である。
非常に専門的になると難しいが、先行研究も
様々に行われているので「表現」領域との関
連も含めて、身近なところから教材研究を行
い実践していきたい。
　最後に教員養成として、実習だけでなく常
に小学校現場との連携した実践研究が欠かせ
ないことも付け加えたい。
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